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度としては全球1度グリッドの気候値を用いた。

本研究は洋上を対象とするため,計算領域の最小水平分

角輸旨を 21mと した。メソスケールの現象を適切に再現させ

るため,二重にネスティングさせた格子を用い,双方向に

計算結果を反映させながら計算を行った。本研究で用いた

計算領域を図 1に示す。外側のグリッド1は関東平野と周

辺の山岳地域を含むように領域を設定し,水平解像度を
101mと した。また内側のグリッド2は関東地方沿岸部を含

むように銚子沖と相模湾沖の二つの領域を設定し,水平解
像度を 21mと し,それぞれの領域における詳細な計算を行
つた。銚子沖の水平格子点数は東西 78×南北 86,相模湾沖

は東西 106×南北 54である.鉛直方向に関しては,地表面,

海表面付近の風速の鉛直プロファイルを正しく再現できる

よう地表面付近の最小格子間隔を 2価 とし,上空では最大

Юmmの格子間隔を用い,計算領域の高さは25hと した.
計算対象期間は,異常年検定に合格した 2000年 1年とし,
日本標準時の 20∞ 年 1月 1日から12月 31日までの通年シ

ミュレーションを行った 0。 雲や降雨の大気水象のモデルと

しては,計算時間と精度のバランスを考慮し,雲のみを再

現したモデルを用いた。側方境界条件および初期条件とし

ては,ECMWFcヨーロッパ中期気象予報センタ→による全

球モデルの細 鞭 気圧面鉛直 14層のジオポテンシャ

ル高度,温度,相対湿度,水平風速成句 を初期及び境界に

おける同化データとし,連続的に計算に取り込んだ。計算

結果は毎正時 10分平均の風速の各成分を 1時間間隔で出力

した.言十算には Amon 2.CCI‐Iz 2MPUを有する PCク ラスタ

を用いた。銚子沖と相模湾沖の 1年分の計算に計 600時間

を要した。

図1 本研究で用いた計算領域

3.銚子気象台における風況特性

地域気象モデル RAMSによる計算精度を評価するために,
対象領域内の気象官署の中で最も海に近い銚子気象台で観

測された風速,風向を用いた。銚子気象台の周辺は比較的

平坦で,風速と風向が観測されている高さは地面から 28.2m

である。 図 2に銚子気象台での 2∞0年 1年間の日平均風

速,図 3に 20∞ 年 6月 の毎正時 10分平均風速を示す。実

線が,崚 モデル RAMSによる計算結果,点線力潤級J
データを示す。気象モデルによる予測された風速は観測さ

れた風速をよく再現し,年平均風速の予測誤差は 4.8%であ

り,高い精度が示された。なお,1年間の日平均風速の二乗
誤差は 1.17耐s,毎正時 10分平均風速の二乗誤差は 2.lm/s

となつている。すなわち,気象モデルにより平均風速を予

測する場合には評価時間が長ければ予測精度が高いことが

わかる。
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気象台における6月の毎正時の 10平均風速の変化

図 4oには銚子気象台における年間風配図を示す。実線が

気象モデルによる解析結果,影付きの鎖線が観測値を示す。

風速だけでなく,卓越風向もよく再現されていることがわ

かる。銚子においては,主風向は季節によって大きく変化

する。図ゃ )には,銚子気象台における6月 ,図《c)には 10

月の風西己図をそれぞれ示す。6月 の主風向は南南西であるの

に対して,10月 の主風向は北北東から北東となっている。

気象モデルによる解析結果は,この風配の変化を的確に予

測していることがわかる。

図4 銚子気象台における風配図 o)年間,o6月 ,⑩ )10月
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は風車の建設は難しく,また漁業権設定区域についても,

漁業補償によるコスト変動リスクや交渉による事業遅延リ

スクを考慮すると,これらの海域を除外した。

なお,等深線及び海岸線データは,海洋情報研究センタ
ーより購入した「日本全域海岸線データ」と「日本近海等

深線データ」を使用した。他のデータは全て国土交通省よ

り入手した国土数値認 を用いた。

以上のような立地制約条件を考慮すると,関東地方沿岸

海域の開発可能量は,現在実用化されている着底型基礎構
造を用いる場合,すなわち水深 2価n以下の海域のみにウィ
ンドファームを建設する場合には 0。41mttνeaとなり,全体

員武存量のわずか o.1%しか開発できない。これは日本では海

底の地形が急峻なため,着底型基礎構造に適した水深 2臨

以下の海域は沿岸のごく近傍に限られ,またこのような海

域のほとんどは漁業権が設定されており, ウィンドファー

ムの建設が不可能であるためである.よ り深い水深の海域

に建設可能な浮体式基礎構造を用いる場合,開発可能量は

%n輸けⅡ となり,2∞1年度東京電力の総供給電力の32%
に相当する.図 8に浮体式基礎構造を用いる場合の発電可
能量マップを等深線と併せて示す.

図8 浮体式基礎構造を用いる場合の発電可能量
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図9 全ての制約条件を考慮した後の水深別発電可能量

また図 9には,水深別の発電可能量を示す。水深 20～
20mnでの発電可能量が大きく,浮体式基礎構造の開発は日

本における洋上風力開発にとって不可欠であることが分か

る。また図 8からわかるように,水深が 200mを超えると急
激に海が深くなり,水深 500mに達するまでの海域の面積が

小さいため,浮体式基礎構造の技術開発は水深 2(nm以下の

海域を目標とすればよいことがわかる。

6.ま とめ

本研究では,関東地方沿岸域を対象に,メ ソスケール気
象モデルを用いた水平解像度 2klnのシミュレーションを行

い,関東地方沿岸域の風況及び洋上風力賦存量を明ら力ヽ こ

した.また地理情報システムを利用し,技術的,経済的,
社会的制約条件を考慮した関東地方沿岸域の風力開発可能

量を評価した。その結果,以下の結論を得た.

1)気象シミュレーションにより,洋上における年平均風
速を評価でき,予測誤差は4.8%である。

2)関東地方沿岸域における洋上風況は堀 によって大き
く変化し,沿岸からの距離が一定であっても銚子沖以

南に比べ,釧ヒ子沖より北側では北に行くにつれ年平均

風速が大きく減少する。

3)関東地方沿岸 50k mまでの海域における洋上風力賦存
量は東京電力の供給電力の 94%に達し,風況のよい海
域では設備利用率が 35%に達していることが分かつた。

4)地理晴報システム GISを用いることにより,洋上ウィ
ンドファームの建設における技術的,経済的,社会的
制約条件を抽出し,関東地方沿岸海における洋上風力

開発可能量を評価した。

5)技術的,経済的,社会的制約条件を考慮し,浮体式基
礎構造を用いる場合の開発可能量は 94・― ycarとなり,

2001年度東京電力の総供給電力の 32%に相当すること

が分かった.
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